
行 政 視 察 報 告 書 

 

令和元年 ９月 ９日 

 

会 派 名：令政会 

     会派代表者 尾関 昭 

 （参加者：中野 裕二 ）                      

行政視察の結果について、次のとおり報告します。 

 

   

年 月 日 令 和 元 年   ８月  ２８日（ 水曜日） 

視察時間 １３：３０～１４：３０ 

視 察 先 

 岩倉市 教育こども未来部 学校教育課 

課長：石川文子氏  

学校教育課 学校給食センター  

統括主査 浅野 弘靖氏 

視察項目  学校給食基本計画策定に向けて 
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年 月 日 令 和 元 年  ８月  ２８日（水曜日） 

視察時間 １３：３０～１４：３０ 

視 察 先 

 岩倉市 教育こども未来部 学校教育課 

課長：石川文子氏  

学校教育課 学校給食センター  

統括主査 浅野 弘靖氏 

視察項目  学校給食基本計画策定に向けて 

■目的 

給食センターを新築し、運営を民間委託している。３年間経過して現状の課題と新

給食センターを建設に至る経緯等を確認し、江南市の新給食センター建設に向けた

参考にしていく。 

■内容 施設概要 

敷地面積：5,493.98 ㎡             建設面積：１階 1,837．47 ㎡ 

構造等：鉄骨造 ２階建                      ２階   618．49 ㎡ 

                      合計 2,455．96 ㎡ 

供用開始：平成 28 年 9 月     調理能力：4,500 食/日 

建設費：15 億（本体、備品込み） 

 

民間委託した事によるメリット 

・給食センターが老朽化し、直営でやっていた時には調理員、配膳員、運転手等の

職員が急な休暇を取得した場合の対応に非常に苦慮していたが、その必要がなくな

った。 

・新給食センターはドライ運用になり、以前から勤務していた職員が環境の変化に

対応しにくいが、民間は急なドライ運用にも対応できる。 

・民間の持つ衛生管理、アレルギー対応についてもノウハウを活かせる。 

・献立についても、民間なら柔軟な対応がしてもらえる。 

民間委託のデメリット 

・委託をしているので、急な対応以外は会社にしか話しができず、そこについては

若干の不便を感じる。 

・民間に委託しても、運営費はさほど削減できない。 



■所感 

岩倉市では、学校給食基本計画策定に向けて、建設地、運営方法、設備機器も含め

て検討をしてきた。江南市でも、学校給食基本計画を策定しているが、その点につ

いては全然違い、全てを含めて検討していく事が非常に重要と感じた。 

民間委託しても、何らデメリットはなく、よく民間業者が倒産するリスクを指摘さ

れるが、契約の際にその点も盛り込んで契約している。民間委託は運営、配送、配

膳まで給食に関する事を全て委託している。そうする事によって全て良好に運営が

できているとの事であった。愛知県内でも、多くの市町が民間委託する流れになっ

ているので、江南市もデメリット、メリットを調査し、検討していく必要があると

感じた。 

 


